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まえがき

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本電機

工業会 (JEMA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調

査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。

これによって，JIS C 2806 : 1991 は改正され，この規格に置き換えられる。
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銅線用裸圧着スリーブ

Non-insulated crimp-type sleeves for copper conductors

1. 適用範囲　この規格は，主として機器用配線及び屋内配線に使用する軟銅のより線又は単線の電線相

互を接続するために，JIS C 9711（屋内配線用電線接続工具）に規定する接続工具又は裸圧着スリーブの

製造業者が指定する接続工具（以下，工具という。）(1)を用いて，その電線相互を圧着接続する裸圧着スリ

ーブ（以下，スリーブという。）について規定する。

注(1) 直線突合せ用スリーブ及び直線重合せ用スリーブの接続には，裸圧着端子用工具を，終端重合

せ用スリーブの接続には，手動片手式のリングスリーブ用工具を用いる。

2. 引用規格　次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。

JIS B 7507　ノギス

JIS C 1602　熱電対

JIS C 3306　ビニルコード

JIS C 3307　600 V ビニル絶縁電線 (Ⅳ)

JIS C 9711　屋内配線用電線接続工具

JIS H 3100　銅及び銅合金の板及び条

JIS H 3300　銅及び銅合金継目無管

JIS H 8501　めっきの厚さ試験方法

JIS H 8619　電気すずめっき

JIS Z 3261　銀ろう

JIS Z 3264　りん銅ろう

JIS Z 8703　試験場所の標準状態

JIS Z 8704　温度測定方法－電気的方法

3. 種類，記号及び呼び　種類，記号及び呼びは，表 1 による。

表 1　種類，記号及び呼び

種類 記号 呼び 適用箇所 適用工具

直線突合せ用スリーブ B 付表 1 参照 機器内配線用及び屋内配線用 裸圧着端子用

直線重合せ用スリーブ P 付表 2 参照 機器内配線用及び屋内配線用 裸圧着端子用

終端重合せ用スリーブ (2) E 付表 3 参照 屋内配線のボックス内接続用 リングスリーブ用

注(2) 終端重ね合せ用スリーブは，リングスリーブともいう。




